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X35a RIOJA.z = 6.81銀河の JWST+ALMA解析：ニ層電離ガスの存在の示唆
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JWSTとALMAを用いた分光観測は、宇宙再電離期 (z ≳ 6)にある銀河の星間媒質 (ISM)の物理的・化学的性
質を詳細に解き明かす道を開拓した。2024年春季年会 (X40a)では z = 6.81の銀河COS-2987に対して、ALMA
で観測された [O iii]88µmと我々が取得したNIRSpec/IFSデータを組み合わせた ISMの物理状態 (電子密度、重元
素量など)の測定結果について報告した。本講演では、本天体のさらなる ISMの物理状態の解析結果について紹介
する。我々はNIRSpec/IFSデータから [O ii]3727,3730Å, Hβ, [O iii]4960,5008Åといった ISM物理量推定に重要
な輝線を検出し、[O iii]5008/4364から電子温度 T e ∼ 2.0× 104K、[O ii]3730/3727から電子密度 ne ∼ 700 cm−3

と測定した。一方、[O iii]88µm/5008Å輝線比も含めて ISMの物理状態を測定したところ、誤差を考慮しても一
つの電子温度、電子密度の組み合わせで全ての輝線比を説明できないことがわかった。これは一様な電離ガスから
全ての輝線が放射されているという仮定の不適切さを示唆しており、そこで我々は二層の電離ガスを想定したモデ
ル計算を行った。その結果、例えば T e ∼ 2.3× 104K, ne ∼ 700 cm−3の高温高密度電離ガスと T e ∼ 1.0× 104K、
ne ∼ 100 cm−3の低温低密度電離ガスが体積比 1:1000で存在する場合、観測された [O iii]輝線フラックスを再現
できることが明らかになった。このような JWSTとALMAの面分光データ同士の比較による ISMの物理状態の
詳細な調査は前例がなく、遠方銀河の ISMの多層構造を理解するための重要な示唆を与えている。


